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議会評価に
対する考え方

　工事費を予算化するにあたり、付近住民への説明や関係機関との調整を
十分に行い、やむを得ない事情を除き工事が繰越とならないよう留意しま
した。また、都市再生機構（ＵＲ）との交渉に際しリーダーシップを発揮
できるよう、コンサルタントの支援を受けるための委託料を計上しまし
た。

今後の事業展望

　左富士通り、鉄砲道の電線地中化工事については、当初の計画のとおり
進めていきます。　松尾川雨水幹線の緑道化工事については、上部に設置
するせせらぎの長さや形状等を地元自治会と協議するため、１年間設計期
間を設けます。生活拠点ゾーンの整備については、事業手法等に関する最
良案のとりまとめに向けて、都市再生機構（ＵＲ）と協議を行い、速やか
に整備が完了するよう、努めていきます。

附帯意見
事業実施に当たっては、十分な事前調査が必要であり、期限を見据えて実
施すること。URと市との関係が変化していく中で、市がしっかりとリー
ダーシップを発揮して交渉していく必要がある。

事業費

23年度予算額（案） （参考）22年度予算額 （参考）21年度決算額

122,553 千円 366,299 千円 34,279 千円

担当部課 経済部拠点整備課

議会評価 改善・効率化し継続

理由
地区拠点整備として重要な事業であり、工事が始まって間もないため、継
続が必要な事業であるが、附帯意見のとおり、改善して継続を求める。

決算審査における事業評価の結果の反映状況

事業番号 １３
事業名

（実施計画名）
浜見平地区拠点整備事業

事務事業名
（業務棚卸評価）

浜見平地区拠点整備


